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環境保全対策実施報告書 
 

１．環境保全対策実施状況（令和元年度） 

(1)大気汚染に係る対策 

推進の内容 実施の成果 

①ｶﾞｽﾎﾞｲﾗｰの最適運転により大気汚染防止

に取組む 

 ア．ﾎﾞｲﾗｰの定期整備 

 イ．排ｶﾞｽの定期測定（4ヶ月毎） 

 ウ．ｵﾝﾗｲﾝ 24時間監視ｼｽﾃﾑ 

   ﾒﾝﾃﾅﾝｽ契約（ﾒｰｶｰ点検・整備等） 

ﾎﾞｲﾗｰﾒｰｶｰによる定期自主検査、性能検査、

水管理及び 24 時間、365 日のﾒﾝﾃﾅﾝｽ体制を

とっており、運転管理と定期的なﾒｰｶｰ点検整

備により、ﾎﾞｲﾗｰの適正な運転が出来ました。 

②省ｴﾈ改善活動の推進 

ア． 設備停止時の機器の電源ｵﾌの徹底 

イ． 蒸気、ｴｱｰ漏れ箇所の補修  

ｴﾈﾙｷﾞｰのﾛｽ低減に努めました。 

 

(2)水質汚濁に係る対策 

推進の内容 実施の成果 

①排水監視装置の信頼性の確保 

 ア．COD、窒素・燐自動測定装置及び 

流量計の定期校正（社内） 

 イ．COD、窒素・燐自動測定装置の 

  ﾒｰｶｰ点検（1回/年） 

ウ．社員教育の実施（毎月） 

エ．異常事態を想定した訓練の実施 

  （令和元年 9月、2年 3月） 

 

 

 

 

 

②設備・操業改善 

ア．SS計の増設 

（令和元年 7月） 

 

 

毎月の点検で測定精度が維持できているこ

とを確認し、1 回/年は機器の取付方法や仕

様・外観等に異常が無いことを確認してい

ます。 

ﾃｰﾏを決め公害防止管理者や管理職がｺﾝﾌﾟﾗ

ｲｱﾝｽに関する教育を実施しています。 

定期的な理解度ﾃｽﾄを行い、理解度の低い社

員には再教育を行うことにより社員全員の

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ意識を高めています。 

また、停電による工程排水流出を想定し、ｴ

ﾝｼﾞﾝ式ﾎﾟﾝﾌﾟによる工程排水移送の訓練を

実施し、環境事故発生のﾘｽｸ低減に繋がりま

した。 

排水処理状態の良否を判断する目的で、平

成 30 年 8 月より SS 計を導入し調査を行い

ました。その結果、一次加圧浮上装置の入口

と出口に設置することを決め 1 台追加しま

した。 

★ ★ 



SS計 

 

 

 

 

 

 

イ．二次加圧浮上槽の補修 

（令和元年 8月） 

 

ウ．生物処理槽の微生物観察による 微

生物維持方法の調査 

 

 

 

放流水の SS監視用と合わせて 3 台の SS 計

で流入負荷の変動、処理状態の管理に役立

っています。 

 

 

 

 

平成 29 年度より劣化の激しい浮上槽をｽﾃﾝ

ﾚｽ鋼板ﾗｲﾆﾝｸﾞによる補修を開始し、令和元

年度はⅢ期目の工事を行いました。 

生物処理槽の微生物を定期観察し、処理状

態を把握して、微生物の維持管理に役立て

ています。また、生産設備の定期修理や洗浄

時には負荷が軽減するため、曝気ｴｱｰ量の調

整による生物槽の維持に努め排水処理の安

定化が図れました。 

 

(3)騒音・振動に係る対策 

推進の内容 実施の成果 

①騒音測定の実施 

（毎月） 

騒音測定は協定測定地点で毎月測定、振動測

定は 1 回/年の測定を行い、規制値以下であ

ることを確認しました。 

機器の定期点検整備を行い、正常な状態で

運転できるよう努めました。 

②振動測定の実施 

（令和元年 12月） 

 

(4)悪臭に係る対策 

推進の内容 実施の成果 

① 臭気測定の実施 

（令和元年 8月） 

製紙ｽﾗｯｼﾞ置場及び敷地境界線 4 個所での

臭気測定を実施し、規制値以下であること

を確認しました。 

 

(5)産業廃棄物に係る対策 

推進の内容 実施の成果 

①廃棄物業者への現地監査実施 取引先へ出向いて、廃棄物の保管方法や処理

工程の現地監査を行い、法令に則した作業で

出来ていることを確認しました。 

（取引業者毎に年 1回実施） 

★ 



(6)緑化に係る対策 

推進の内容 実施の成果 

①工場敷地内の緑化の維持・管理 緑地帯の芝生及び壁面緑化の環境維持が

出来ました。 

 

(7)地域連絡会 

推進の内容 実施の成果 

① 別府・西脇両町内会との定期連絡会を
実施。 

（令和 2年 2月） 

別府・西脇両町内会の会長及び役員に対し

弊社の 1 年間の環境保全活動について報

告を行い、今後の取組みについて意見及び

情報交換を行いました。 

 

(8)その他 

推進の内容 実施の成果 

①工場周辺の美化活動の実施 毎朝、工場内及び工場周辺の環境美化を実

施しました。 

公共排水溝の美化を実施 

（4回/年；5,6,8,10月） 

  



２．協定値と実績値の比較 

（1）大気関係             （実績値：最大値または年間総排出量） 

項        目 協 定 値 実 績 値 

窒素酸化物総排出量 

（Nm3/時) 0.3 ＜0.1 

（ｔ/年） 4.4 0.8 

 

（2）水質関係 

①汚濁負荷量 

項  目 協 定 値 実 績 値 

 

化学的酸素要求量 

（ＣＯＤ）（㎏/日） 

通 常 204 80 

最 大 210 105 

 

生物化学的酸素要求量 

 （ＢＯＤ）（㎏/日） 

通 常 204 55 

最 大 210 100 

 

浮遊物質量 

 （ＳＳ）（㎏/日） 

通 常 244 15 

最 大 252 30 

 

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量 

（㎏/日） 

通 常 5 1 

最 大 5 ＜2 

 

 

  



②許容限度 

項        目 協 定 値 実績値 

 水素イオン濃度（ｐＨ） 最小～最大 5.8～8.6 6.5～7.6 

 

   ＣＯＤ（㎎/L） 
日間平均 50 32 

最 大 70 54 

 

   ＢＯＤ（㎎/L） 
日間平均 50  22 

最 大 60 50 

 

   ＳＳ（㎎/L） 
日間平均 60 6 

最 大 80 16 

 

 ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量 

（㎎/L） 

日間平均  1     <0.5 

最 大  2     0.8 

 

３．環境保全活動 

（1）令和２年度基本方針 

項目 内容 

基本方針 ＜経営理念＞ 

地球環境への貢献 

『地球環境と調和したグローバルな事業展開を通じて環境問題に積極

的に取り組み、持続可能な社会の実現を目指します』 

＜行動指針＞ 

法令遵守の徹底 

『私たちは、法令・社会規範・社内規則の遵守、並びに「社員が守るべ

き倫理事項」に基づく行動の遵守を徹底し、社会から信頼される企業

であり続けます』 

地球環境への貢献的 

『私たちは、ＣＯ2排出量の削減を目指し「ＤＡＩＯ地球環境憲章」則



り、古紙の高度利用・省ｴﾈﾙｷﾞｰの推進、生物多様性の保全に努め、地球

環境保全並びに持続可能な循環型社会の形成に貢献します』 

[大王製紙ｸﾞﾙｰﾌﾟ経営理念]より 

＜活動方針＞ 

目標  ：環境事故・トラブルの ゼロ 

取組方針：①環境保全活動に対する社員の「意識･知識」の向上 

②異常の兆候を捉え、正常に運転できる「操業方法」の確立 

③機能を正常に発揮できる「設備」の保守・改善 

組織体制  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）令和２年度環境保全活動計画 

環境保全活動 目標 目標達成のための計画、方策 

自動車公害対策 ・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの 

推進 

 

社用車並びに工場内に入構する車

両を対象に、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ運動を

展開 

化学物質対策 ・化学物質の漏洩の 

防止 

①薬品類の保管設備の点検 

②漏洩防止のための設備改善 

エネルギー対策 

(地球温暖化に係る対策） 

・省ｴﾈ活動により二酸

化炭素排出量の削減 

生産効率の改善によるｴﾈﾙｷﾞｰ原単位

低減 



廃棄物対策 ・廃棄物の削減 

・反社会的勢力の排除 

①機密古紙の紙への再利用促進 

②取引先の確認 

不法投棄に係る対策 ・工場周辺の不法投棄を

無くす 

工場周辺の社員による毎朝の環境美

化 

緑化に係る対策 ・緑地の維持管理 社員による植木の剪定、 

除草、散水 

グリーン購入 ・ｸﾞﾘｰﾝ調達の推進 事務用品に関わるｸﾞﾘｰﾝ購入推進 

環境マネジメント 

システム 

・予知管理体制の整備 

・環境負荷の確認 

・内部監査実施 

①排水処理の安定化 

②環境部会で環境測定値の確認、新規

薬品の負荷調査 

③ﾃｰﾏ別に内部監査実施 

環境教育 ・従業員へ環境に 

関する教育実施 

①水質・大気・騒音・振動・臭気・産廃

をﾃｰﾏにｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ教育を実施すると

ともに、理解度 ﾃｽﾄを実施 

②排水負荷上昇や薬品漏洩等を想定

した訓練の実施 

地域社会への参画 ・工場周辺の美化活動の

実施 

事業所周辺の環境美化活動 

①工場周辺の清掃を実施 

②公共排水溝の清掃 

環境コミュニケーション ・地域住民に対する 環

境保全対策・活動の説明

及び情報交換 

・騒音を伴う工事の近隣

住民への事前説明 

①町内会代表者（役員）と弊社代表者、

管理職による情報交換会を開催 

②騒音を伴う工事を実施する際は、十

分な騒音対策を行った上に、事前に

近隣住民の皆様に作業内容や時間帯

を説明 

周辺環境に影響を与える 

おそれのある事故等発生 

時の地元への広報等 

 

・速やかに情報提供して

不安を軽減する 

地元関係者（管轄官庁、地元町内会、及

び近隣住民）に対し、電話又は訪問して

第一報を口頭連絡します。 

発生原因の詳細及び再発防止策につい

ては、後日、書面等で報告します。 

また、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでも情報提供を行いま

す。 

 

 

★ 
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